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   ＜あらまし＞  e ラーニングの質保証を 5 つの観点から据えた「レイヤーモデル」を公開する Web
サイトを設計・開発した．サイトにはコミュニティ機能や Web 調査機能を実装した．本稿ではこの

Web サイトの開発状況をまとめ，今後の予定を述べた． 
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e ラーニングの質保証を点検するためには，それぞ

れの観点から達成指標を明らかにし，適切な ID 技法

を応用していくことが必要である．鈴木[1]は e ラーニ

ングの質保証を5つの観点から据えた「レイヤーモデ

ル」を提案した．このモデルの妥当性や有効性を検証

し,その後に対応する ID技法の裏づけを持った形でモ

デルを公開する準備を進めている． 
これを受けて，モデルの公開，Web調査，コミュニ

ティの構築を目的としたサイトを設計・開発した．本

稿では，この Web サイトの開発状況をまとめ，今後

の予定を述べる． 

 
 

 

 レイヤーモデル提案の目的は，ID＝分かりやすさ，

という誤解の解消するためである．一般にインストラ

クショナルデザイナーの主な任務は「使いやすい教材」

「美しい教材」（レベル 1 を参照）を作ることと矮小

化して認識されているが，その本領は「学びたさ」（レ

ベル 3）と，「学びやすさ」（レベル 2）の追求するノ

ウハウにある．さらに前提条件として，「うそのなさ」

や「いらつきのなさ」がある．これらのeラーニング

質保証の 5 段階に，それぞれ達成指標と適切な ID 技

法を整理したものがレイヤーモデルである（図1）． 

図1 eラーニング質保証レイヤーモデル(鈴木 2006) 
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3�Webサイトの構� 
サイト構築にあたって，コンテンツ管理システム

（CMS）にMoodle[2]を選択した．Moodleはシステム

の安定性が高く，ほぼ日本語化されており，標準機能

も豊富で，また機能が足りなくなった場合はカスタマ

イズする事ができる．また，井ノ上ら[3]は Moodle を

コミュニティサイトとして利用するなどの目的外使用

の可能性を実現している．このため，将来のサイト拡

張や機能追加を想定してMoodleを利用した． 
 

3.1.サイトの構成 

 各レイヤーについて深く学べるよう，レイヤーごと

にコースを作成し，中央に大きく配した(図 2）．また

各コースには,各レイヤーの達成指標や ID技法の他，

関係の深いサイトや文献と，ディスカッション用のフ

ォーラムを用意している（図3）．その他，レイヤーモ

デル全体に関係するする文献・資料，用語集，フォー

ラム，Web調査用ページ，リンク集は左側のメニュー

にまとめた（図2）． 

 3.2.会員制フォーラム 

サイト内のフォーラムはすべて会員制にした．書き

込む際の匿名性を無くすことによって，各レイヤーや

サイトに関係のない書き込みを防ぐことができる．こ

のフォーラムは会員登録をしなくても，ゲストアカウ

ントで閲覧だけをできるようにして，非会員でも掲示

板の内容を見てから議論に参加できるかどうかを考え

られるようにした． 
 
3.3.Web調査機能 

ID技法についての調査のためのWeb調査機能を加

えた (図４) ．これはフォーラムを流用したもので，

あらかじめ調査内容に関するトピックを作っておき，

調査に関する書き込みとファイルのアップロードのみ

ができるようにした． 
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本稿では，e ラーニング質保証レイヤーモデルの

サイトの設計と開発を行った．現在もサイトの改良

を続けており，今後も機能の追加やコミュニティの

活性化方法の検討など，Webサイトに参加する付加

価値を高めて行く予定である． 
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図2 レイヤーモデルサイトのトップ 

図３ コースの例 

図4 Web調査機能 
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